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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第８期

第１四半期
連結累計期間

第７期

会計期間
自平成28年５月１日
至平成28年７月31日

自平成28年１月１日
至平成28年４月30日

売上高 （千円） 3,474,917 4,505,295

経常利益 （千円） 208,676 543,933

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 138,232 420,567

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 143,926 410,409

純資産額 （千円） 2,534,961 2,443,444

総資産額 （千円） 10,537,378 10,475,970

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 26.38 80.25

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 23.10 70.27

自己資本比率 （％） 24.1 23.3

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．前連結会計年度は決算期変更により平成28年１月１日から平成28年４月30日までの４ヶ月間であったため四

半期連結財務諸表を作成しておりません。このため、前第１四半期連結累計期間の主要な経営指標等の推移

につきましては記載しておりません。

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（注）前連結会計年度は、決算期変更により４ヶ月決算となっておりますので、前年同期比較については記載しており

ません。

また、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続く中で、各種政策の効果もあ

り、緩やかな回復へ向かうことが期待されております。

保育業界におきましては、事業所内保育に対する補助金や保育士の処遇改善に対する支援金等、保育施設の新

規開設と保育士の確保に対する施策が導入され、2017年度末までの待機児童の解消が目標に掲げられた「ニッポ

ン一億総活躍プラン」の着実な実行が進められております。

このような状況のもと、当社グループでは、親会社であるジェイコムホールディングス株式会社の連結子会社

である総合人材サービス事業を営むジェイコム株式会社との連携を強みに、保育士の採用力と定着率を着実に向

上させることで、新規開設に注力いたしました。

なお、前連結会計年度は、決算期変更により４ヶ月決算となっておりますので、前年同期比較については記載

しておりません。

当第１四半期連結累計期間において新たに開設した施設は７施設となりました。

（受託保育事業） 合計２施設

・病院内保育施設 合計２施設

岐阜県 ２施設（岐阜市２施設）

（公的保育事業） 合計５施設

・認可保育園 合計２施設

東京都 ２施設（新宿区１施設、板橋区１施設）

・学童クラブ、児童館 合計３施設

東京都 ２施設（品川区２施設）

千葉県 １施設（浦安市１施設）

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は3,474,917千円、営業利益は49,407千円、経常利益は208,676

千円、親会社株主に帰属する四半期純利益は138,232千円となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

（受託保育事業）

受託保育事業におきましては、病院・大学・企業等が設置する保育施設の受託運営に注力しておりますが、保

育士の不足が深刻化する中、適正利益での受注及び既存契約の収益改善に努めました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は936,220千円、営業利益は50,949千円となりました。

（公的保育事業）

公的保育事業におきましては、立地等の条件面でも保育の品質においても利用者様に選ばれ続ける認可保育園

や学童クラブ等の新規開設に注力いたしました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は2,538,697千円、営業利益は242,329千円となりまし

た。

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,600,000

計 18,600,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年７月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年９月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,241,000 5,241,000
東京証券取引所

（市場第一部）

権利内容に何ら限

定のない当社にお

ける標準となる株

式であり、単元株

式数は100株であり

ます。

計 5,241,000 5,241,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高

（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高

（千円）

平成28年５月１日～

平成28年７月31日
― 5,241,000 ― 285,771 ― 503,893

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成28年４月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

平成28年７月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,239,800 52,398 －

単元未満株式 普通株式 1,200 － －

発行済株式総数 5,241,000 － －

総株主の議決権 － 52,398 －

②【自己株式等】

平成28年７月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －

２【役員の状況】

該当事項はありません。

6065/E26716/サクセスホールディングス/2017年
－6－



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

(1) 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内

閣府令第64号）に基づいて作成しております。

(2) 当社は平成27年９月８日開催の臨時株主総会において、定款の一部変更を決議し、決算期を12月31日から４月

30日に変更いたしました。これに伴い、前連結会計年度は平成28年１月１日から平成28年４月30日までの４ヶ月

決算となっており、前第１四半期連結財務諸表を作成していないため、前第１四半期連結累計期間の記載はして

おりません。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年５月１日から平

成28年７月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年５月１日から平成28年７月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成28年４月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,623,748 3,126,390

受取手形及び売掛金 1,062,262 872,490

原材料及び貯蔵品 17,490 18,129

繰延税金資産 111,669 111,669

その他 464,877 261,370

貸倒引当金 △2,335 △2,529

流動資産合計 4,277,713 4,387,521

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 5,089,874 5,303,071

減価償却累計額 △1,206,310 △1,288,385

建物及び構築物（純額） 3,883,564 4,014,686

リース資産 689,528 689,528

減価償却累計額 △93,141 △101,279

リース資産（純額） 596,387 588,249

建設仮勘定 246,487 18,026

その他 326,046 341,133

減価償却累計額 △205,326 △218,232

その他（純額） 120,719 122,900

有形固定資産合計 4,847,158 4,743,863

無形固定資産 41,237 38,467

投資その他の資産 1,309,861 1,367,525

固定資産合計 6,198,257 6,149,856

資産合計 10,475,970 10,537,378
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成28年４月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年７月31日)

負債の部

流動負債

1年内返済予定の長期借入金 891,346 926,181

リース債務 29,983 30,136

未払金 632,928 522,178

未払法人税等 268,510 97,853

前受金 440,327 431,419

賞与引当金 250,216 189,809

その他 351,541 468,009

流動負債合計 2,864,855 2,665,588

固定負債

転換社債型新株予約権付社債 1,000,000 1,000,000

長期借入金 3,185,556 3,347,307

リース債務 575,371 567,779

退職給付に係る負債 188,504 196,250

資産除去債務 218,237 225,489

固定負債合計 5,167,670 5,336,827

負債合計 8,032,525 8,002,416

純資産の部

株主資本

資本金 285,771 285,771

資本剰余金 510,439 510,439

利益剰余金 1,736,328 1,822,152

自己株式 △137 △137

株主資本合計 2,532,402 2,618,226

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 176 106

退職給付に係る調整累計額 △89,133 △83,371

その他の包括利益累計額合計 △88,957 △83,264

純資産合計 2,443,444 2,534,961

負債純資産合計 10,475,970 10,537,378
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年５月１日
至 平成28年７月31日)

売上高 3,474,917

売上原価 2,991,379

売上総利益 483,538

販売費及び一般管理費 434,131

営業利益 49,407

営業外収益

受取利息 1,444

設備補助金収入 156,250

その他 11,493

営業外収益合計 169,187

営業外費用

支払利息 9,686

その他 232

営業外費用合計 9,918

経常利益 208,676

税金等調整前四半期純利益 208,676

法人税等 70,443

四半期純利益 138,232

親会社株主に帰属する四半期純利益 138,232

【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年５月１日
至 平成28年７月31日)

四半期純利益 138,232

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △69

退職給付に係る調整額 5,762

その他の包括利益合計 5,693

四半期包括利益 143,926

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 143,926
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１四

半期連結会計期間から適用しております。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

当第１四半期連結累計期間
（自 平成28年５月１日
至 平成28年７月31日）

減価償却費 106,839千円

（株主資本等関係）

当第１四半期連結累計期間（自平成28年５月１日 至平成28年７月31日）

１．配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年７月22日

定時株主総会
普通株式 52,409 10 平成28年４月30日 平成28年７月25日 利益剰余金

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間末後

となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自 平成28年５月１日 至 平成28年７月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２
受託保育

事業

公的保育

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 936,220 2,538,697 3,474,917 － 3,474,917

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 936,220 2,538,697 3,474,917 － 3,474,917

セグメント利益 50,949 242,329 293,279 △243,872 49,407

（注) １．セグメント利益の調整額△243,872千円は、各報告セグメントに配分できない全社費用であります。全社費

用は、主に管理部門に係る一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以

下のとおりであります。

当第１四半期連結累計期間
（自 平成28年５月１日
至 平成28年７月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 26円38銭

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
138,232

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
138,232

普通株式の期中平均株式数（株） 5,240,908

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 23円10銭

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－

普通株式増加数（株） 744,047

（うち転換社債型新株予約権付社債（株）） （744,047）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動があ

ったものの概要

－

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

6065/E26716/サクセスホールディングス/2017年
－13－



独立監査人の四半期レビュー報告書

平成28年９月14日

サクセスホールディングス株式会社

取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 古山 和則 印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 安田 智則 印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサクセスホール

ディングス株式会社の平成28年５月１日から平成29年４月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成28年

５月１日から平成28年７月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年５月１日から平成28年７月31日まで）に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記

について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サクセスホールディングス株式会社及び連結子会社の平成28年７月31

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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